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1.は じめ に

筆 者 は長 年 に わ た りマ メ科 ゲ ンゲ 属 植 物 の カ ラ

フ トモ メ ンヅ ルAstragalusschelichoviiTurcz.

(種 小 名 はschelichowiiと も綴 られ る)に つ い て

研 究 を続 け て き た。 特 に 北 海 道 に お け る 分 布 お よ

び 本 州 で た だ1ヵ 所 栃 木 県 日光 市 中禅 寺 湖 畔 に生

育 す る 特 性 に つ い て 調 査 し て き た(松 井,林

1991、1994、1995、 松 井1996、1997、1998a)。

こ れ ま で の研 究 内 容 を 要 約 す る と、 カ ラ フ トモ

メ ン ヅ ル の北 海 道 の 主 な 自生 地 は 網 走 支 庁 の 湧 別

川 流 域(湧 別 町 、 上 湧 別 町 、 遠 軽 町)と 常 呂 川 水

系 に あ た る北 見 市 美 里 ク トンニ コ ロ沢 、 十 勝 支 庁

の 音 更 川 流 域(音 更 町 、⊥ 幌 町 、 上 士 幌 町)、 上

川 支 庁 の天 塩 川 流 域(名 寄 市 、 風 連 町 、 士 別 市)

な ど の明 る い砂 礫 地 の 河 原 や 崩壊 状 の 林 道 に 生 育

し、 こ れ らの 自生 地 は北 海 道 の 北 部 か ら東 部 に偏

って 分 布 して い る こ とが 判 っ た(図1)。

一 方
、 栃 木 県 日光 市 中禅 寺 湖 畔 の 千 手 ケ浜 に 生

育 す る カラ フ トモ メ ンヅル は、橋 本,森 谷 編 の 『栃

木 県 植 物 目録 』(1968)に 「栽 培 品 の 逸 出 か 」 と、

野 生 の 生 育 とは 異 な る可 能性 が あ る こ と を示 唆 し

て い る。 こ の こ と につ い て 、 現 地 で 伊 藤 誠 氏 か ら

の 情 報 を得 て 、 ハ ン ス ・ハ ン タ ー(範 多 範 三 郎,

1884-1947)と 伊 藤 乙 次 郎 両 氏 との 関 係 か ら栽

培 品 の 逸 出 の 可 能 性 につ い て 考 察 を試 み た(松 井

1998b)。

中 禅 寺 湖 畔 千 手 ケ 浜 の 産 地 は 、 『我 が 国 に お け

る 保 護 上 重 要 な植 物 種 の 現 状 』(1989)で は 、

観 光 地 化 に よる 自生 地 の破 壊 に よ っ て絶 滅 した と

され 、 北 海 道 の カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル は絶 滅 の 危 険

が あ る危 急 種 に ラ ン ク さ れ て い る。 こ の 中 で 環 境

庁 版 レ ッ ド リス ト(1997)で は 、 カ ラ フ トモ メ

ン ヅル は情 報 不 足(DD)に ラ ン ク さ れ て い る。

維 管 束 植 物 の 「情 報 不 足 」 に は 現段 階 で評 価 を保

留 して い る もの も含 み 、 植 物 版 レ ッ ドデ ー ター ブ

ッ クの 作 成 ま で に 可 能 な限 りの 評 価 を行 う予 定 が

あ る とい う。 昨 年 の 秋(1997)に 、 カ ラ フ トモ

メ ン ヅル の こ れ まで の 研 究 結 果 を 「絶 滅 危 惧 植 物

問題 検 討 第 一 専 門 委 員 会 」 に報 告 し、 検 討 を要 請

した と こ ろ、 新 潟 大 学 加 藤 辰 己助 教授 よ り絶 滅 危

惧1類B(EN)に 相 当 す る 可 能 性 が あ る との 私 信

を頂 い た 。

カ ラ フ トモ メ ンヅ ル は 和 名 が 示 す 通 りロ シ ア連
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図1日 本の カラフ トモメンヅルの分布 図(松井1998b)
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邦 の サ ハ リ ン(樺 太)に 分 布 し、 他 に東 シ ベ リ ア、

オ ホ ー ッ ク 海 沿 岸 地 方 、 ア ム ー ル 、 カ ム チ ャ ッ カ、

中 国 東 北 地 区 、 朝 鮮 北 部 に分 布 して い る(Gonts-

charovl946,村 田1984,Yakovlevl996)。

か ね て か ら大 陸 系 の個 体 の 観 察 を した い と考 え

て い た とこ ろ 、 斜 里 町立 知床 博 物 館 学 芸 員 合 地 信

生 氏 の 誘 い で1998年7月30日 か ら8月9日 の10

泊ll日 の行 程 でサ ハ リ ン島 旅行 が 実 現 した(図2)。

幸 運 に もサ ハ リ ンで カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル を採 集

で き た こ とを 機 会 に、 カ ラ フ トモ メ ンヅ ル の南 樺

太 産 の 研 究 小 史 と南 樺 太 時 代(lgo5-1945)の

資 料 に基 づ い た 南 樺 太 の カ ラ フ トモ メ ン ヅル の 分

布 さ ら に北 サ ハ リ ンの 分 布 に つ い て 考 察 を行 っ た 。

2.北 サ ハ リン で の観 察

7月31日 ユ ジ ノサ ハ リ ン ス ク(Yuzhno-Sakhali-

nsk)駅20時05分 発 の夜 行 寝 台 列 車 に乗 り ノ グ リ

キ(Nogliki)に 向 か っ た 。 翌 日ll時lo分 終 着 駅

の ノ グ リキ に到 着 す る手 前 よ り、 車 窓 か ら線 路 沿

い の 植 物 を観 察 して い る と、 カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル

ら し き植 物 を見 た。 ノグ リ キ駅 に到 着 後 駅 構 内 に

生 育 して い る 植 物 を観 察 す る とカ ラ フ トモ メ ンヅ

ルで あ っ た 。 時 間 の 関 係 で採 集 は帰 路 に した 。

ノ グ リキ駅 よ り車 で お お よそ4時 間半 、 約200km

の 未舗 装 道 路 を走 りオハ(Okha)市 に 向 か った 。

オハ の滞 在 は5泊6日 で あ る。

8月2日 に は 同行 の 考 古 学 研 究 の 武 田修(常 呂

町 教 育 委 員 会)・ 松 田功(斜 里 町 立 知 床 博 物 館 学

芸 員)の 両 氏 の 希 望 で オハ 市 第 三 小 学 校 教 員 の

コ ロ ゾ フ ス キ ー ・ア レ クサ ン ダ ー(Kolosovsky

・Alexander)氏 と オハ 博 物 館 で 会 っ た 。 彼 は 考

古 学 の研 究 ば か りで な く、 植 物 学 に も造 詣 が深 く、

筆 者 が撮 っ た カ ラ ー 写 真 の カ ラ フ トモ メ ンヅ ル を

見 て も ら っ た とこ ろ 、 大 い に興 味 を示 し た。

8月4日 に彼 の勤 務 す る第 三 小 学 校 に行 き 、考

古 学研 究 の 二 人 が土 器 ・石 器 類 の コ レ ク シ ョ ンを

閲 覧 す る間 に 、彼 が シ ュ ミ ッ ト半 島 周 辺 で 採 集 し

た 乾 燥 標 本 を見 る機 会 を得 た 。 だ が 、 筆 者 が 探 し

求 め て い る カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の標 本 は な か っ た 。

筆 者 が ノ グ リキ駅 構 内 で カ ラ フ トモ メ ンヅ ル が

生 育 して る こ と を話 す と、 彼 は 、 「ノ グ リキ よ り

南 側 は 普 通 に 見 られ るが 、 こ れ よ り北 側 は ネ フ チ

ェ ゴル ス ク(Neftegorsk,1995年 の大 地 震 で 町 全

体 が 崩 壊 した)と シ ュ ミ ッ ト半 島(Shmidta)に

o
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図2.本 文 に 出 る 主 なサ ハ リ ン島 の 地 名
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図3.シ ュ ミ ッ ト半 島 の カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の 分 布 図 お よ び オ ハ 周 辺 で の観 察 地 点

(点線 域 と● 印 、Kolosovsky氏 か らの 聞 き取 り調 査)
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稀 に し か 生 育 し て い な い 」 と い う 、

そ こ で 、 シ ュ ミ ッ ト'乞 島 の 地 図 を 示 し 、 そ の 生

育 地 を 用 く と 「エ リ ザ ベ ー ト岬(Yelizavety)の

lll岳 、 ウ ド ト(Udot,552m)・ バ ク ラ ニ ヤ

(Baklaniya,539m)・543mのIII頂 付 近 ま で は

連 続 して 生 育 し て い る,,こ れ よ り 南 の 東 山 脈 沿 い

のIII頂 に な る278m・341m・352mに は 点 在 し 、

ト リ ブ ラ ー タllI(TriBrata;三 兄 弟LIi、623m)周

辺 に も 分 布 す るQ西 海 岸 側 の サ ラ イ(Sarai)付

近 で は 見 た こ と が な い 」 と い う 説 明 で あ っ た

こ の こ と を20万 分 の1の 地 図(Atra.sofSakhalin

regio11)に 詐 い て も ら っ た の が 図3で あ る 。

こ の 時 、 コ ロ ゾ フ ス キ ー 」氏 よ りD.P.Vorobiev

etal.「KeyforthevascularplantsofSakhalinand

KurilIslands」(英 文 タ イ トル,ロ シ ア 語 で 書 か

れ た 分 類 図 鑑 で 線 画 の 図 版 は 僅 か に し か 人 っ て い

な い が 、 学 名 付 き で 総 頁371の 本 で あ る.1974年

「の を プ レ ゼ ン ト さ れ た 、.ユ ウ ジ ノ サ ハ リ ン ス ク

市 内 の 本 屋 数 軒 を 覗 い た が 、 野 生 植 物 の 図 鑑 類 は

1冊 も 見 当 た ら な か っ た の で 、 貴 重 な 本 を 頂 い た 、,

写 真1.サ ハ リ ンの ノ グ リキ駅 構 内 にハ マ ナ ス 〔右 手 前)と 混 生す る カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル

(Aug.6.1998)

写 真2. 鉄 道 沿 線 の 礫 地 に チ シマ ヨモ ギ 、 ム ラサ キ ツ メ クサ な ど と混 生 す る

カ ラ フ トモ メ ンヅ ル(里 熟 の 爽)

ノ ー
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早 速 、私 の 持 ち合 わせ て い た 『北 海 道 の 花 』(北

海 道 大 学 図 書 刊 行 会)と 『北 海 道樹 木 図 鑑 』(亜

璃 西 社)の2冊 を差 し上 げ た 。 カ ラー 図 鑑 で植 物

名 に 学 名 が 付 い て い て 理 解 で きる こ とか ら、 喜 ん

で頂 け た 様 子 で あ っ た 。

岡 田 の 『北 樺 太 に於 け る植 物 の 分 布 一特 に そ の

泥 炭 地 帯 に就 きて 一 』(1925)に よ る と、"一

略 一、 普 通 の 海 浜 砂 地 植 で 、 直 接 、 塩 水 の 及 ぶ を

喜 ばぬ もの 、 テ ン キ グサ 、 ハ マ ニ ンニ ク 、 カ ラ フ

トモ メ ンヅ ル 、 ハ マ エ ン ドウ、 ハ マ ム ギ 、 コ ウ ボ

ウ ム ギ 、 マ ル バ タ ウ キ 、 ハ マ ハ コベ 等 で 、 此 の 群

落 の景 観 は 、 内 地 の そ れ に相 当 す る もの に比 し、

別 に特 異 の 点 を認 めず 、 単 にそ の要 素 が 北 方 系 の

もの に 富 む に過 ぎ ない(筆 者 註;テ ンキ グサ とハ

マ ニ ンニ ク は同 種 で あ る)"と あ る 。

岡 田 に よ る と 、北 樺 太 の 海 浜 砂 地 植 物 に カ ラ フ

トモ メ ン ヅ ルが 生 育 す る こ とを特 記 して い る 。 筆

者 らは オハ に5泊 滞 在 し、 オ ハ の 海 岸 、 東 海 岸 の

ヒー トン川(Kheyton)、 トロ プ トー 湖(zaliv

Tropto)、 カ レ ン ドー湖(zalivKolendu)及 び 、

西 海 岸 の ム ー ジ マ(Muz,ma)、 ネ ク ラ ソ フ カ

(Nekrasovka)の 海 岸 線 、 ボ ル デ ィ ー ハ 川

(Burdikha)、 モ ス カル ボ(Moskal,vo)の 海 岸 線

な ど海 岸 や 河 口 お よ び湖 畔 な ど を観 察 した が カ ラ

フ トモ メ ンヅ ル の 生 育 を確 認 す る こ とは で き な か

っ た。

3.ノ グ リキ 駅 で の 採 集

8月6日 の 帰 路 、 ノ グ リ キ駅 構 内 で カ ラ フ トモ

メ ン ヅ ル の採 集 を行 な っ た 。 この 場 所 は 工 藤 所右舜

が 採 集 したNyiwo～parutaka問 に あ た り、Nyiwo

は ト ゥ イ ミ川(Tmy')の 河 口 に あ た る 。 花 期 は

す で に終 わ っ て い た が 、 わず か に数 個 花 を つ け る

株 が あ っ た 。 多 くの 株 は 直 立 し、 黒 熟 した 泰 に

な っ て い た 。 平 均 の 草 丈 は35cmで あ る(写 真1、

2)。

採 集 標 本 は新 聞 紙 に挟 ん だ後 、FAA(70%エ

タ ノ ー ル90:酢 酸5:ホ ル マ リ ン5)溶 液 を霧 吹

きで か け 乾 燥 標 本 に した 。 同 じ く50mlのFAA溶

液 瓶 に花 と果 実 の 液 浸 標 本 を作 成 した 。 別 に種 子

を採 種 した が 、 不 稔 性 種 子 は ほ とん どな く、 良 質

の 完 熟 した 種 子 が 採 れ た 。

ノ グ リ キ駅 構 内 の 線 路 沿 い 約150m、 幅 約50m、

の広 さ で カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の 佃 体 数 は約400株

あ っ た 。 一 部 枕 木 の 取 り替 え 工 事 の た め に 、 カ ラ

フ トモ メ ン ヅ ル の 株 が 数 十 株 抜 き 取 ら れ て い た 。

帰 路 の 列 車 の 車 窓 よ り観 察 して い る と 、 未 調 査 の

沿 線 に カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル は 連 続 して 密 生 して い た 。

こ の 駅 構 内 の 推 定 個 体 数 は 始 め 約400株 く ら い と

し た が 、 お よ そ1,000株 く ら い あ る と 考 え ら れ る 。

こ こ の カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル と 隣 接 す る 植 物 は ハ

マ ナ スRosarugosa、 ハ マ エ ン ドウLathyrus

/'aponiCUS、 セ ン ダ イハ ギ7「hermo、 ρsislupinoidesの

海 浜 生 植 物 や チ シ マ ヨ モ ギArtemisiaunalaskensis

subsp./'aponicus、 ヤ ナ ギ タ ン ポ ポHieracium

umbellatum、 オ オ バ コPlanta8・oasiatica、 オ オ ウ

シ ノ ケ グ サFestucarubra、 ヤ ナ ギ ラ ンChamaenerion

angustifolium、 エ ゾ ノ ミ ッ モ トソ ウPotentilla

norvegica、 ケ ヤ マ ハ ン ノ キ(幼 苗 期)Aln"shirsuta、

コ ウ ゾ リ ナPicrishieracioidessubsp.」 αρonica、 オ

オ ダ イ コ ン ソ ウGeumaleppicumな ど の 他 、 帰 化

植 物 と考 え ら え る ヒ メ ス イ バRumexacetose〃a、

シ ナ ガ ワ ハ ギMelilotusoffcinalis、 シ ロ バ ナ シ ナ

ガ ワ ハ ギ ル1.alha、 ム ラ サ キ ツ メ ク サTrifolium

pratense、 シ ロ ッ メ ク サT.repens、 タ チ オ ラ ン ダ

ゲ ン ゲT.hyibridum、 ホ ソ バ ウ ン ラ ンLinaria

vulgaris、 イ ヌ カ ミ ツ レMatricariainodora、 ナ

ガ バ グ サPoapratensisな ど と 混 生 し て い た 。

松 田 氏 の 協 力 で ノ グ リ キ 駅 構 内 で カ ラ フ トモ メ

ン ヅ ル を 採 集 し て い た 我 々 に 、 興 味 を 持 っ た 鉄 道

員 の ロ シ ア 青 年2人 が 話 し か け て き た 。 松 田 氏 が

ロ シ ア 語 会 話 集 の 本 を 使 っ て 、 カ ラ フ トモ メ ン ヅ

ル の 名 前 を 聞 く と"今 、 オ ハ に あ る 植 物"と い う

意 味 の ロ シ ア 語 を 書 い て く れ た 。 ま た 、 こ の 植 物

は 線 路 沿 い に 生 え て い る が 、 ど の く ら い ま で 生 え

て い る か と 聞 く と 、 何 キ ロ も 続 く と い っ た 。 は た

し て カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル と い う 植 物 に つ い て 充 分

に 意 思 の 疎 通 が な さ れ た か ど う か 判 ら な い が 、 興

味 を 示 し て くれ た こ と に 感 謝 して い る 。

8月7日 に サ ハ リ ン 州 郷 土 博 物 館 を 再 度 訪 問 し た 。

こ の 折 りた ま た ま 、 生 物 担 当 の 学 芸 員 コ ー ジ ン ・

ア レ ク サ ン ダ ー ・ニ コ ラ イ(Kozin・Alexander・

N)に 会 う こ と が で き 、 郷 土 博 物 館 の 乾 燥 標 本 を

閲 覧 す る こ と が で き た 。 ダ ン ボ ー ル1個 分 に は 日

本 人 の 三 宅 勉 、 菅 原 繁 蔵 な ど が 採 集 し た 標 本 が あ

っ た 。 こ の 標 本 内 に は カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル は な か

っ た が 、 コ ー ジ ン 氏 に カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の 生 育

地 に つ い て 尋 ね る と 、 壁 の 地 図 を 指 し て 、 ユ ジ ノ
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サ ハ リ ンス ク よ り南 側 に は 生 育 しな い が 、 北 東 側

の ジ タ ン ゴ 山(Zhdanko,突 咀 山,682m)付 近

に はあ る」 と説 明 して くれ た 。

4.南 樺 太 産 標 本 と研 究 小 史

1)宮 部,三 宅 『樺 太 植 物 誌 』(1915)

宮 部,三 宅 は こ の 著 書 を 編 集 す る に 当 た り 、

1868年Petersbourgで 刊 行 さ れ たFr.Schmidtの

『ReisenimAmur-LandeundaufderInselSachalin』

の 中 の 植 物 に 、 そ れ ぞ れ 自 ら が 採 集 し た 植 物 が ど

れ に 相 当 す る か と い う こ と を 詳 細 に 検 討 し た 。Fr.

Schmidtの 著 書 で は 学 名 と 産 地 ・花 期 だ け が 記 録

さ れ て い る 植 物 も 少 な く な く 、 そ れ 以 前 に 発 行 さ

れ たTurczaninov,Ledebour,Maximowicz,Regel

な ど の 極 東 植 物 研 究 者 の 著 作 の 引 用 に と ど ま っ て

い る 。 し た が っ てFr.Schmidtの 著 作 の 中 の 植 物 を

一 つ 一 つ 検 討 す る こ と は
、19世 紀 半 一 つ 一 つ 検 討

す る こ と は 、19世 紀 半 ば 以 降 の ロ シ ア の 研 究 の す

べ て を 概 観 す る こ と な の で あ る 。

*1Turczaninov ,N.S.1838:『 バ イ カル 地 方 お よび ダ フ

リ ア の 植 物 目録 』 を 出版 。

Turczaninovは オ ホ ー ツ ク 沿 海 地 方 産 の 標 本 に基

づ い て 、 新 種 と して カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル を1840年

モ ス ク ワ 自然 史 学 会 報 で 記 載 し た 。

Turczaninov,N.S.1842-1857:『 バ イ カ ル ・ダ フ リア

植 物 誌 』 を 出 版 。

*2Ledebour ,F.1841-1851:FloraRossica.『 ロ シ ア

植 物 誌 全4巻 』 を 出 版 。

こ のVol.1のP.605に カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の 記

載 が あ る 。 こ れ はTurczaninovの 記 載 文 を そ の ま

ま 引 用 し た と思 わ れ る の で 、 こ こ に 、 紹 介 す る

(図4)。

記 載 文 の 末 か ら2行 目 の 一 部 を 訳 す と、

leguminibuserectisoblongissubteretibus

nigropubescentibus(直 立 し 、 長 楕 円 形 で 、 や や

円 柱 状 の 豆 果 を も ち 、 豆 果 に は 黒 軟 毛 が あ る)、

と記 載 さ れ て い る。 ま た 、こ こ に はA.schelich.

oviiが 類 似 のA.uliginosusと は果 実 の毛 に よ っ

て 区 別 で き る 旨 が 記 され て い る 。

宮 部,三 宅 はSchmidtの 本 か ら で は な く、 こ の

Ledebourの 記 述 か ら カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル を 同定 し

た と考 え られ る 。

*3Maximowicz,C.J.1859:『PrimitiaeFlorae

Amurensis』(VersucheinerFloradesAmur-

Landes)を 出版 。

舘 脇 の 『北 樺 太 の植 物 』(1943)で は"樺 太 ノ植

物 ハ1859年Maximowicz二 依 リ氏 ノ 「ア ム ー ル」 植

物 誌 二 始 メ テ現 レ タ ガ之 ハWeyrichgガ1853年 及

1854年 採 集 シ タ若 干 ノ種 類 二 過 ギ ズ 、 イ ズ レ ガ北

樺 太 ノ植 物 力筆 者 現 在 ノ 資 料 デ ハ 判 定 シ 得 ナ イ"

とあ る 。

マ キ シ モ ー ヴ ィチ は1860年(万 延 元 年)9月18日

に 箱 館 に 来 航 し、 箱 館 山 を 中心 に 植 物 採 集 を 行 い 、

滞 在14ケ 月 に及 ん で い る 。 北 海 道 南 端 の 近 代 植 物

～).A,S'chelichou,勿(TURcz.勿B'a〃et.delaSoe.desNalur.de

"osc・1S40・P・6S)diffususpubescens,stipulisIatismembranaceis;in-

feri・ribusc・ncretis;summisiiberis,f・li・1isellipticis・b加sis10一 一12-

jugis,且 ・ribusspieat・ ・racem・sisde且exis,racemiseapitatisabbreViatis

demumsubcyjindraceis,pedunouhs」e()liumsubaequantibus,bmcteislon-

gitudimetubicalycis,丑eguminibuserectisob置ongissubteretibusnigro-

pubesce耐ibusbilocularibusmueronatismueroneobliquo.

Hab.inSibiriaorientaliadviamochotensem!(TuRcz.).4.

A・u星 董ginosoL.pei・affinis,sedomn量buspartibusm宣noretdiffasus

atqueindumentoIeguminumabillobened三stillctum(TuRcz.1.e.).

図4.Ledebour著FloraRossicaVol.1.p.605(1841)

106)AstragallusScheRichowiiTur6z.Fl.ross.1,P.605.:Fl.ochot.n.89.
Hab.AufkahlenBergenbeiDuiEndeMaiundAnf.Junib1Uhend,reife:FrUchteim

Aug'ust;amKtausipalimGebUschllJuli1860(frf.).

図5.Schmidt著ReisenimAmur-LandeandaufderInselSachalinp.123(1868)
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分 類 学 は 箱 館 山 で 始 ま っ た 、 と い わ れ て い る(上

野1990)。

彼 は 日本 だ け の 植 物 誌 な い し滞 在 記 は 書 か な か

っ た が 、 『日 本 と 満 州 の 新 植 物 の 特 徴 』(1866-

1876)と 、 『ア ジ ア の 新 植 物 の 特 徴 』(1876-

1892)の 著 作 が あ る 。 両 著 で777ペ ー ジ 、1943年

に 東 京 で 復 刻 版 『東 亜 新 植 物 綜 覧 』 と して 出 版 さ

れ た 。

*4Regel ,E.&H.Tillingl859:FlorulaAjanensis.

『ア ヤ ン地 方 植 物 誌 』 を出 版 。

Regel,E.&R.K.Maackl862:TentamenFlorae

Ussuriensis『 ウ ス リ ー 地 方 植 物 誌 』 を 出版 。

Regel,E.&Herder.1862-1887:Plantae

Raddeanae.『 ラ ッデ の 植 物 』(ラ ッデ が 東 シベ リ

アで 採 集 した 植 物)を 出 版 。

前 出 のFr.Schmidt『 樺 太 植 物 誌 』 の カ ラ フ トモ

メ ン ヅ ル の 記 載 文 は 、 樺 太 植 物 区 の1種 と し て

p.123に 説 明 が あ る(図5)。

北 海 道 で カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の 乾 燥 標 本 調 査 を

し た と こ ろ 、 北 海 道 大 学 農 学 部 植 物 標 本 庫

(SAPS)に は 、 宮 部 、 三 宅 の 著 書 『樺 太 植 物 誌 』

の 材 料 と な っ た カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の 標 本5点 が

収 蔵 さ れ て い る 。 そ の 内3点 は 共 著 者 の 三 宅 勉 、

2点 はU.Faurieが 採 っ た 標 本 で あ る 。

①VicinityofR.Remrem22.Aug.1906T.Miyake

②R.Muika,Shikka-district25.Aug.1906T.Miyake

③VicinityofR.Jobbroit30.Aug.1906T.Miyake

④inarenarivorumBrizinelO.July1908

U.FaurieNo.516

⑤inarenarivorumVladimirofAug.1908

U.FaurieNo.517

こ れ ら の 標 本 に 基 づ い て 宮 部,三 宅 は こ の 標 本

がFr.Schmidtの 著 書 に 記 録 さ れ て い るAstragalus

schelichowiiTurcz.で あ る と 同 定 した(図6)。

村 田(1984)に よ る と 、 京 都 大 学 理 学 部 植 物 学

教 室 植 物 標 本 室(KYO)に サ ハ リ ン 産 の 標 本 が

8点 あ る 。 そ の 内 のFaurieが 採 集 し た2点 は 標 本

番 号 が516と517で あ り、 上 記 ④ 、 ⑤ の 標 本 番 号

と 一 致 す る 。 こ の 標 本 台 紙 に はK.Miyabeの サ イ

ン が 記 入 さ れ て い る の で 、Faurieか ら 送 ら れ た イ

ソ タ イ プ 標 本 で あ る 。

伊 藤 の 『宮 部 金 吾 』(1953)に は 宮 部 教 授 は 、

フ ォ ー リ 氏 が 採 集 し た 標 本 を 閲 覧 し に 青 森 に 行 っ

知床 博 物 館 研 究報 告 ・第20集 ・1999

たことが記述されている。少 し長いが引用する。

「明治39年 から41年 まで3箇 年に亙る樺太採集

旅行 を終わり、その資料により本格的調査 を開始

せんとするに先立ち、なおその完備を期せんがた

めに、明治41年12月27日 宮部教授 は三宅氏 を随
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行 と し札 幌 発 青 森 に 出 発 し 、28日 青 森 に 着 。 翌

29日 同 地 青 森 天 守 公 教 会 の フ ォー リ氏 を訪 問 した

と ころ 、 同 氏 は旅 行 不 在 で 、帰 期 不 明 と の こ と に

つ き、30日 標 本 保 管 を なせ る 、 ブ ル トン氏 に再 三

そ の縦 覧 を懇 願 し、漸 く承 諾 さ れ た の で 、31日 よ

り教 会 に赴 き正 月 に も拘 らず 、毛 萸 科 よ り川頁次 関

係 標 本 につ き調 査 を始 め た 。 と こ ろ が3日 に至 っ

て弘 前 教 会 よ り教 会 員 標 本 閲 覧 禁 止 と伝 え て来 た

の で 、宮 部 教 授 は直 ち に、 引 き続 き標 本 閲覧 交 渉

の た め 弘 前 に行 か れ 、 一 泊 の 後4日 帰 ら れ たが 、

遂 に承 諾 を得 られ な か つ た の で 、 直 ち に教 会 に行

き大 急 ぎ にて 一 部 の調 査 を片 附 け 同 夜 出 発 した 。

こ の行 に は 多 大 の望 をか け て い た だ け に教 授 の失

望 は ま こ と に大 な る もの で あ つ た 。 そ の 後 は大 学

標 本 室 に 入 り、39年 よ り41年 の3箇 年 間 に採 集 せ

る標 本 に 対 し、 所 蔵 書 籍 、 教 授 所 蔵 の 北 海 道 、 千

島 関係 の 文 献 と標 本 を た よ り、三 宅氏 は 教 授 の激

励 を受 け な が ら、42-43年 の2箇 年 に 亙 り、 顕 花

植 物 、 高 等 隠 花 植 物 の 調 査 概 略 を 完 了 し、43年

10月 に 樺 太 庁 に提 出 した 。 こ れ が 「樺 太 植 物 誌 」

の 原 稿 で あ る。 樺 太 庁 で は 大 正 元 年 これ が 印 刷 公

刊 を議i決 して 、教授 お よび工 藤祓 舜 氏 の再 調 を経 て 、

大 正4年 に漸 く公 刊 と な っ た。 実 に採 集 開 始 よ り

9箇 年 を経 て る。 」 、 とあ る。 この 本 につ い て 同

著 者 は別 頁 で"こ れ は 地 方 植 物 誌(Localflora)

と して完 壁 な 形 式 お よび 内 容 を備 え 、 文 献 引 用 も

極 め て 良心 的 で あ りわ が 国 と して は 、 独 創 的 な植

物 誌 で 、後 半 これ に ま さる ま と ま っ た 植 物 誌 を見

て い な い"と 絶 賛 して い る 。

一方
、 「樺 太 植 物誌 』 の 緒 言 で宮 部金 吾 氏 は"前

後2回 青 森 二 出 帳 シ フ オ ー リ ー氏 ノ好 意 二 依 リ其

所 蔵 標 本 ヲ調 査 ス ル コ トヲ得 タ リ"、 とあ る。 初

め の 訪 問 で は フ オ ー リー氏 の 不 在 とい う こ と もあ

って 充 分 に 閲 覧 で き な か っ た が 、2度 目の 訪 問 で

宮 部 氏 は フオ ー リ ー氏 の標 本 を 閲 覧 す る こ とが で

き て い る 。 こ の 折 りFaurieか ら宮 部 教 授 の と こ ろ

に乾 燥 標 本 が 送 られ た の で は な い か と推 察 す る 。

な お 、 「樺 太 植 物 誌 』 の 公 刊 前 の 明 治40年

(1907)3月 に は 、 宮 部 、 三 宅 共 著 の 「樺 太 植 物

概 報 』 が 樺 太 民 政 署 よ り刊 行 され て い る。

小 野 の 『フ ォ ー リ神 父 』(1977)に よ る と、

フ ラ ンス 人 のFaurieは 明 治41年6月 ～10月 に樺 太

に行 っ て い る(明 治40年 初 冬 に も行 くが 、 採 集 で

き ない で い る)。 彼 の採 集 標 本 の 発 送 先 は 多 岐 に

8

わ た っ て い る が 、 キ ンポ ウゲ 科 、 ユ キ ノ シ タ科 、

セ リ科 、 ツ ツ ジ 科 、 ス ミ レ科 、 ア ブ ラ ナ 科 等 は

Boissier氏 に 送 っ て い る 。Faurieか ら送 ら れ た 京

大 お よび 北 大 標 本 庫 と の 重 複 標 本 か らBoissierは

カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル をA.paraglycyphyllosBoiss.

と命 名 した 。 宮 部 は 『樺 太 植 物 誌 』 で 同 物 異 名

(シ ノニ ム)と して い る 。

2)工 藤 『北 樺 太 植 物 誌 へ の寄 与 』(1923)お よ

び 『北 樺 太 植 物 調 査 書 』(1924)以 降

Kudo,Y.「AContributiontoourKnowledgeofthe

FloraNorthernSaghalien』(1923)と して 、 北 海

道 帝 国大 学 農 学 部 紀 要Vol.12.に 発 表 した 。 さ ら

に翌 年 薩 吟 睦 軍 政 部 か ら 『北 樺 太 植 物 調 査 書 』

(1924)と して 印 刷 さ れ て い る 。 こ の 両 著 書 に

記 録 さ れ て い る カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の標 本 と な っ

た の はSAPSに1点 あ る。 即 ち 、

⑥Nyiwo-parukataadflumel8.Aug.1922Kudo

&Tatewaki

北 樺 太 の ツ ィ ミ川(Tmyり の 下 流 に あ た る 、

ヌ ィ ウ オ ～ パ ル タ カ間 で 採 集 して い る。 な お 、 舘

脇 の 『北 樺 太 の 植 物 』(1943)で 工 藤 の 著 書 に

つ い て は 、"殊 二前 者 ヲ モ 充 分 二取 入 れ た後 者

ハ北 樺 太 植 物 調 査 ノー 指 針 トナ ルベ キ名 著 デ ア ル"

と推 挙 して い る 。

こ の 他 に工 藤 の 著 書 は1931年 、 九 州 帝 国 大 学

農学 部 演習 林 報 告 第1号 に 『樺 太演 習 林 植 物 目録 』

が あ る。 同大 学 の 嘱 託 市 川 寿 氏 及 び 松 澤 正 氏 、 本

甲 光 氏 らが 保 恵 演 習 林 内 で 採 集 した 資 料 を 、工 藤

が研 究 さ れ た報 告 書 で あ る。 この 著 書 で カ ラ フ ト

モ メ ン ヅ ル は保 恵 川 畔 で 採 集 さ れ て い る。

SAPSに 平 塚 直秀 採 集 の 標 本 が1点 あ る。

⑦Mt.Shiretori5.Aug.1928N.Hiratuka

知 取 町 の 知 取 岳 で カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル を採 集 し

てい るが 著作 には印刷 されて い ない。 菅 原(1937)

に よ る と"こ の 年 に は 北 海 道 帝 国 大 学 の 舘 脇

講i師 の 研 究 に 依 つ て1927年(昭 和 二 年)7月 一

1928年7月 一 平 塚 直 秀 氏 の 突 阻 山 、 樫 保 岳 両 山 登

墓 採 集 品 が10月30日 植 物 学 研 究 雑 誌 五 巻 第 十号 に、

NatesortheAlpinePlantsfromSouthenSaghalien

の題 下 に一 部 分 発 表 され た。 こ の と き樺 太 植 物 に

入籍 され た種 は6種1変 種 で 、2変 種 に新 称 を与

え られ た"と あ る。 日付 か ら考 え る と⑦ の標 本 は 、

こ の 当 時 の 平 塚 氏 の 調 査 した折 りの 採 集 品 で あ る。
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表1.南 樺 太 に お け る カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の 産 地 名 一 覧(1906～1941年 の 資 料 よ り)

旧市町村 ・日本地 名 現在 のロシア地名(ロ ーマ字表記)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5>

(6)

(7)

(8)

海 馬 村Kaiba-mura

① 海 馬 島(Kaibato)

鈴 谷 川(Suzuyagawa)流 域

豊 原 市Toyohara-shi

② 豊 原(Toyohara)

③Brizine(白 水 村,

豊dヒ 木寸Toyokita-mura

④ 小 沼(Konuma)

内 淵 川(Naibuchigawa)流 域

落 合 町Ochiai-cho

⑤ 美 保(Miho)

⑥ 深 草(Fukakusa)

⑦ 川 北(Kawakita)

栄 浜 村Sakaehama-mura

⑧ 小 田 寒(Odasamu)

知 取 町Shiritoru-cho

⑨ 知 取(Shiritoru)

知 取 岳(Mt.Shiritori)

泊 岸 村Tomarikisi-mura

⑩ 新 間(Niitoi)

新 間 川(Niitoigawa)

⑪

⑫ 泊 岸(Tomarikisi)

内 路 村Nairo-mura

⑬ 内 路(Nairo>

幌 内 川(Poronaigawa)流 域

敷 香 町Sisuka-cho

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

モ ネ ロ ン 島(0.Moneron)

ス ス ヤ 川(r.Susuya)

ユ ジ ノ サ ハ リ ン ス ク(Yuzhno-Sakhalinsk)

後 の 追 分)ウ ラ ジ ミ ロ フ カ(Vladimirovka)

ノ ー ヴ ォ ア レ ク サ ン ド ロ フ ス ク(Novoaleksandrovsk)

ナ イ バ 川(r.Nayba)

ド リ ン ス ク(Dolinsk)

(特 定 で き ず 不 明)

駅 ウ グ レ ザ ボ ー ド ス ク(Uglezavodsk)

ア ト ラ ト ノ ス コ ー エ(不 明)

ス タ ロ ド ゥ ブ ス コ ー エ(Starodubskoye)

フ イ ル ソ ー ヴ ォ(Firsovo)

マ カ ロ フ(Makarov)

マ カ ロ ヴ ァ 山(9.Makarova>

ノ ー ヴ ォ エ(Novoye)

ニ イ ツ ゥ イ 川(r.Nituy)

古 丹 岸 川(Kotankesigawa)ゴ ル ヤ ン カ(r.Goryanka>

上 敷 香(Kamisisuka>

R.Remrem

保 恵(Hoe)

保 恵 川(Hoegawa)

亜 屯(Aton)

気 屯(Keton)

武 意 加 川(Muikagawa)

(9)留 久 玉 川(Rukutamagawa)流 域

レ ル モ ン ト フ カ(Lermontovka)

ガ ス テ ル ロ(Gastello)

ポ ロ ナ イ 川(r.Poronay)

ポ ロ ナ イ ス ク(Poronaysk)

レ オ ニ イ ド ー ヴ ォ(Leonidovo)

(不 明)

ヴ ュ ク リ ィ(Buyukly>

ヴ ュ ク リ ィ ン カ 川(r.Buyuklinka)

エ リ ニ キ(Yerniki)

ス ミ ル ヌ イ フ(Smirnykh)

(不 明)

ル ク タ マ 川(r.Rukutama)

(10>散 江 村 野 頃(Sane-muranokoro)

⑳Vladimirofウ ラ ジ ミ ロ ー ヴ ォ(Vladimirovo)

[註1]美 保 に は 東 美 保(Higashimiho)、 上 美 保(Kamibiho)の ク ラ ス ノ ヤ ル ス ク(Kra-

snoyarsk)、 西 美 保(Nisibiho)の ク ラ ス ノ ヤ ル カ 川(r.Krasnoyarka)の3地 名 が あ っ た 。

[註2]泊 岸 、 亜 屯 に は 京 都 帝 国 大 学 演 習 林 、 保 恵 に は 九 州 帝 国 大 学 演 習 林 が あ っ た 。

9
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菅 原 繁 蔵 が採 集 した カ ラ フ トモ メ ンヅ ル の 標 本

はSAPSに1点 とSAPTに5点 あ る 。

⑧Hukakusa(美 深)10June1925S.Sugawara

*Hukakusaで あ る な ら深 草 の 誤 記 と思 わ れ る 。

⑨ 豊 原 郊 外10.Sep.1928菅 原 繁 蔵

⑩ 内路Julyl934菅 原 繁 蔵

⑪ 豊 原 郊 外1.Aug.1934菅 原 繁 蔵

⑫ 新 間 河 畔Aug.1934菅 原 繁 蔵

⑬ 鈴 谷 河 畔4.Sep.1935菅 原 繁 蔵

彼 の代 表 的著 書 は 『樺 太 の植 物 』(1937)と 『樺

太 植 物 図 誌 』(全4巻,1937-1940)で 、 この 中

に カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル は発 表 され て い る。

この 両 著 で の カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の 自 生 地 は 、

南 樺 太;気 屯 、 保 恵 、 内路 、 泊 岸 、 新 間 、 知 取 、

豊 原 、 深 草 、 美 保 、 留 久 玉 川 お よ び 川 北 、 上 敷 香 、

北 樺 太;ヌ ィ ウ オ ～ パ ル タ カ 間(工 藤)、 ヅ ウ ー

エ(シ ュ ミ ッ ト)、 キ トウ ー シ 山(シ ュ ミ ッ ト)

で あ る 。

以 上 北 海 道 に あ る カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の 乾 燥 標

本 は13点 で あ る が 、 先 に 引 用 し たKYOの サ ハ リ

ン産 の 標 本 を 紹 介 す る と 、'

Saghalin:inarenarivorumpropeBriziene

(Faurie516),inarenarivorumpropeVladimirof

(Faurie517),Toyohara(Aug.7,1930Koidzumi),

敷 香 郡 内 路(Jul.1931鷲 見),気 屯(ohwi2),

Tomarigishi(JuL20,Kitamura),小 田 寒(June

28,1930S.Otagiri),海 馬 島(June24,1940

Koidzumi)の 以 上8点 が あ る(村 田1984)。
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図7.南 樺 太 の カ ラ フ トモ メ ン ヅ ルの 分 布 図

① か ら⑳ の 番 号 は 表1.の 番 号 に 同 じ

5.南 樺 太 の 分 布

日本 の ハ ーバ リ ウム にあ る カ ラ フ トモ メ ンヅ ル

とそ の著 作 文 献 を考 察 した 。 こ れ らの 資 料 お よび

京 都 帝 国大 学 演 習 林 報 告(1930)、 山崎(1933)、

船 崎(1941)ら の 資 料 か らカ ラ フ トモ メ ンヅ ル の

産 地 名 を記 録 した 。1906～1941年 の 問 に南 樺 太 で

採 集 され た カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の 産 地 名 一 覧 を作

成 し(表1)、 さ らに これ を分 布 図 と して 表 した

(図7)。

こ の分 布 図 よ り南 樺 太 に 自生 す る カ ラ フ トモ メ

ンヅ ル の 分 布 の特 徴 は 鈴 谷 川 流 域(豊 原 、 豊 原 郊

外 のBrizine、 小 沼)、 内 淵 川 流 域(深 草 、 川北 、

美 保)、 新 間 川 、古 丹 岸 川 、 幌 内 川 流 域(上 敷 香 、

Remrem川 、保 恵 川 、 亜 屯 、気 屯 、Muika川)、

留 久 玉 川 流 域 な どの河 川 流 域 に多 く自生 す る。

こ の こ と は 、 船 崎(1941)が 指 摘 す る 、 「河

岸 の砂 地 な ど に生 育 し、 東 海 岸 の 各 地 に多 く分布

す る」 こ と と 一 致 す る 。 さ ら に は 、Pavrova

(1989)の カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の ロ シ ア極 東 の

分 布 図(図8)よ り、 南 サ ハ リ ンの 分 布 を拡 大 し

て見 る とほ ぼ 同様 な傾 向 が 表 れ て い る こ と も判 る。

6.北 カ ラ フ トの 分 布

北 カ ラ フ トの カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の 分 布 はFr.

Schmidtが 西 海 岸 で 採 集 し たDui(ヅ ゥ ー エ;

Duye)とKtausipal(キ ト ー ウ シ 山;Kitousi

626m)、 工 藤 が 採 集 し た ト ゥ イ ミ川(Tmy,)下

流 に あ た るNyiwo(Nyyvo)etparutaka(ヌ ィ ゥ

ォ ～ パ ル タ カ 問)の 報 告 が あ る 。

一!0一
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PMC.75.A-Astragαlusdαnicus,B-A.(iαvuricLLs,B一 ノ1.Sclze/ichoioii,1'一 一一一.一、4,ど ηoρ ご1?α〆α3,

π 一A.fruticosus、

図8.ロ シ ア 極 東 の カ ラ フ ト モ メ ン ヅ ル(B)の ・分 布 図(Pavrova1989)
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Pavrovaの 分 布 図 で北 サ ハ リ ンの カ ラ フ トモ メ

ンヅ ル の 分 布 を 見 る と、 サ ハ リ ン第2の 河 川 トゥ

イ ミ川流 域 に集 中 して 広 が っ て い る よ うで あ る,、

こ の こ と は 、 コ ロ ゾ フ スキ ー氏 が話 した ノ グ リキ

よ り南 側 に は普 通 に 見 られ 、 北 方 は 稀 で あ る とい

う話 し と一 致 す る 。

カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル は ノ グ リキ よ り北 方 で は 稀

に しか 生 育 して い な い 要 因 を一考 え て み る。 ノ グ リ

キ よ りオハ の 問 の 地 形 は北 サ ハ リ ン平 野 と呼 ば る。

こ こ の 地 質 は 岡(1990)に よ る と 、 地 質 的 に み

て も新 生 代 末 期 の堆 積 物 の大 部 分 は 大 陸 の砂 を特

徴 づ け る石 英 質砂 で 構 成 さ れ て お り、 全 体 と して

ア ム ー ム川 の 影響 の 極 め て大 きい 地 帯 、 す な わ ち

一大陸 の … 部 と もい え る地 域 とな っ て い る
、 とい う。

ノ グ リキ よ りオハ まで 未舗 装 の 道:路を 自動 車 で

走 行 す る と、 砂 塵 が 舞 い あ が り、 車 窓 か らの 景 観

は グ イマ ツ五θrな9〃ielniivar. .iClpo〃～(・Clとハ イマ ツ

Pilzus1川 〃1iraを寸1体とす る針 葉 樹 林 に ツ ン ドラ と

呼 ば れ る 湿 原 が 多 数 見 られ た,だ が 、途 中 に グ イ

マ ッ とハ イマ ツ群 落 の広 大 な 範 囲 で の 森 林 火 災 跡

写 真3.オ ハ か ら ノグ リキ 問 に 見 られ た 、 ハ イマ ッ と グ イマ ツ を 中心 とす る北 カ

ラ フ トの.森林 、 奥 に湖 沼 が 見 え る(Aug.6.1998)

写 真4.オ ハ か ら ノ グリ キ 間 に見 られ た 、北 カ ラ フ トの森 林 火 災跡 、 グ イマ ツの 焼 け た 疏

木 と、 そ の ドに 白 く見 え るの が ハ イマ ツの 焼 け た幹 、 林 道:が長 く通 って い る ・・

一 ノ2一
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が 強 烈 に 印 象 的 で あ っ た(写 真3,4)。 宮 部,三

宅(1915)に よ る と カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の 生 育

環 境 は"河 岸 砂 地 及 ビ 山地 二 生 ズ"と あ り、北 サ

ハ リ ン平 野 は ア ム ー ル 川 の 堆 積 物 の砂 と湿 原 が 多

い こ とか ら、 カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の 生 育 に適 さな

い環 境 と考 え ら れ る。

さ ら に、Pavrovaの 分 布 図 で 北 サハ リ ン の カ ラ

フ トモ メ ン ヅ ル の分 布 をみ る と、 トゥ イ ミ川 以 北

に は 自生 して い な い 。 しか し、 コ ロ ゾ フ ス キ ー氏

か らの 聞 き取 り調 査 で は 、 オハ の北 方 の シ ュ ミ ッ

ト半 島 の 山 地 に カ ラ フ トモ メ ンヅ ル が 自生 して い

る と い う。 シ ュ ミ ッ ト半 島 の 地 形 は 岡(1990)

に よ る と、 幅25Km、 長 さ45Kmの 部 分 で 、 東 部

に北 西 方 向 に延 び る 山 列 が あ り、 中 ～ 西 部 に は台

地 ・丘 陵 が 広 が る。 最高 峰 は トリ ・ブ ラー タ山(三

兄 弟 山 、 標 高623m)で あ る 、 とい う 。 こ の 東 部

の ハ イラ ン ドに か け て カ ラ フ トモ メ ンヅ ル が 生 育

す る こ とは シ ュ ミ ッ ト半 島 の 地 史 と深 い 関 係 が あ

る こ と と考 え られ よ う。

7.お わ りに

以 上 、 サ ハ リ ン 島 の カ ラ フ トモ メ ンヅ ル の 分 布

につ い て述 べ て き たが 、北 海 道 との 関係 につ い て

考 察 す る 。 北 海 道 に 自生 す る カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル

は 上 川 支 庁 の 北 部 か ら網 走 ・十 勝 支 庁 の東 部 に偏

って 分 布 して い る。 こ の こ とは 、 南 樺 太 の特 に東

海岸 の オホ ー ツ ク海側 に面 して分 布 してい る こ とと、

共 通 の 傾 向 が あ る よ う で あ る が 、 この 関係 につ い

て は よ く判 らな い 。

Pavrovaの カ ラフ トモ メ ン ヅル の分 布 図 を見 る と、

ク リ ー ル(Kuril)列 島 に は 自生 して い な い こ と

が判 る 。 した が っ て 、 カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の経 路

は サ ハ リ ン 島 よ り南 下 して 、北 海 道 の 北 部 か ら東

部 に か け て 分 布 を広 げ て き た と考 え られ る。 だ が 、

北 海 道 の 中央 部 よ り南 西 部 に分 布 が 広 が っ て い な

い こ とは 地 形 ・地 質 との 関 係 が あ る の で は な い か

と考 え る が 、 こ の こ と に関 して は今 後 の 課 題 と し

た い。
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